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幼稚園や保育園にいる子どもたちが、楽しみ
ながら学べるおもちゃをつくる。ドローンや
プログラミング、タブレット端末、センサーな
どの知識を活かして、思いついたアイデアを
おもちゃに仕立て上げて、実際に子どもたち
に遊んでもらう。プロジェクトでは幼稚園か
ら寄せられた要望に基づいて、複数のテーマ
でおもちゃづくりが進められている。

遊びながら何かを学べるおもちゃ
　器用に指使いができる、言葉を覚えるなど
基本的な能力育成から、少し高度な絶対音感
の育成まで。小学校に入る前の子どもたちが、
遊びながら自然にいろいろな能力を身につけ
ていく。そんなおもちゃづくりに取り組むプロ
ジェクトは、5つの班にわかれて活動している。
　「各班が取り組むテーマは、年度によって変
わっていきます。謎行動班はドローンを使った
遊び、フラミンゴ班は子どもたちにプログラミン
グを教える遊び、jitto班はラジコンカーづくり、
アルパカ班はタブレット端末を使った絵本の
朗読、そして絶対音感班はモーションセン
サーを使った音感トレーニングゲームの開発
に取り組んでいます」と、杉林大介は各班の活
動を語る。
　ものづくりに取り組む点では、夢考房で行わ
れている各種プロジェクトと同じだが、幅広い
テーマで活動できるのが大きな特徴だ。

子どもたちの「なぜ？」を
大切にしてあげたい
　活動内容については、各班に一任されてい
る。だから班ができた当初とは違う目的で活
動しているグループもある。例えば謎行動班
が最初に取り組んだのは、幼児の謎行動の分
析だった。それが今では企業と共同で、ドロー
ン遊びの開発に挑戦している。
　「子どもたちの成長に役立つこと。この目的
さえ外さなければ、何をつくってもよい。そんな
自由さが僕らの特徴です。そのうえで大切に
していることがあります。それは子どもたちが

抱く『なぜ？』や『どうして？』を大切にして伸ば
してあげることです」
　疑問が、学びたい気持ちを引き出す。子ども
たちが何かを不思議に思ったとき、安易に答
えを教えてあげるのではなく、その好奇心をよ
り引き出すにはどうすればよいか。
　「最近の子どもたちは、多くの情報に囲まれ
ています。だから、深く考えず、すぐ情報に頼ろ
うとする。そんな流れを、考えるおもちゃを通じ
て少しでも変えてあげたい。一人が何か動け
ば、すぐにみんながそれを真似する傾向も見
られます。そうではなくて、子どもたち一人ひと
りが、自分は何が好きなのかな、何が楽しいの
かなと自分で考えるようなおもちゃを提供して
あげたいですね」

子どもの成長を見守る「おもちゃ」開発プロジェクト

子どもたちの創造性を引き出す「おもちゃ」をつくる
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左から「指先で操るラジコンカー」「言葉を覚えるおもちゃ」
「指使いを器用にするおもちゃ」。

プロジェクトが開発した絶対音感トレーニング教材「ドレミタッチ」。モーションセンサーKinectを利用したシステムで、体の動きを使って音と音名を対応付けするトレーニングができる
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月見光路は、あかりで街中を幻想的に演出す
るライトアップイベント。金沢市中心市街地
を元気づけようと、建築学科の学生が地域と
連携し行っている。2004年にスタートした
イベントは、今では金沢の秋の風物詩となっ
た。建築学科の川﨑研究室、西村研究室、土
田研究室の3つの研究室が合同で進めるプ
ロジェクトだ。

花をモチーフとした
立体格子のオブジェ
　川﨑研究室が担当したのは、金沢21世紀
美術館としいのき迎賓館に設置するオブジェ
制作。モチーフに花を使うことは決まっている
が、実際に何をつくるのかは学生の創造性に
任されている。
　「4月にメンバーが自分のアイデアを発表し、
みんなでディスカッションして絞り込んでいきま

した。私たちのグループが担当したのは、しい
のき迎賓館のオブジェ。最終的にまとまったプ
ランは、木を使った立体格子でした」と、池端
麻美はプランが決まるまでの経緯を語る。
　女性がオブジェ設計と飾り付け、男性が施
工を担当する役割分担も決まった。池端は
3D CADで行う設計の責任者となり「花のト
ンネル」をコンセプトとしたプランづくりに取り
組んだ。
　
みんなで一つのものをつくる
大変さと楽しさ
　「設計が固まるまでの2カ月が、いちばん大
変だった」とプロジェクトを振り返る池端。プラ
ンはなかなか決まらず、最終的に8案つくった
結果、最初に出したプランに落ち着いた。
　プランが確定したのは、8月半ば過ぎのこ
と。トンネル型の構造で中を人が通るから、強

度計算も欠かせない。構造設
計の部分は大学院生の先輩
たちがサポートしてくれ、9月
から制作が開始された。
　「4月から10月まで、半年が
かりのプロジェクトをまとめる
のは大変でした。メンバーが
就職活動で忙しい時期もあ
り、話をするにもなかなかみ
んなが揃わないのです。それ

でも何とか予定通りに進められたのは、プロ
ジェクトデザインでスケジューリングを学んで
いたからでしょう。ともあれオブジェが実際に、
しいのき迎賓館に設置されたときには、びっく
りしました。自分が頭の中で考えていたモノ
が、いきなり金沢の街の中に現れたみたいな
感じでした」
　プロジェクトには建築学科の1～3年生も手
伝いに来てくれた。月見光路プロジェクトに参
加したいから、と川﨑研究室を志望する学生
もいる。ライトアップされたオブジェは、独特な
雰囲気を醸し出した。
　「毎年見に来てくれている方が、今年はイ
メージが変わって面白いと言ってくださったの
が印象に残りました」　

月見光路プロジェクト

あかりのオブジェで
金沢の街を幻想的に彩る
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